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1. 教室概要 

 

 

 

 

 

 

 

LL 教室 1、2（21 号館 3階） 

 

●PC 82 台設置 (LL 教室 1 教員機：1 台、学生機：46 台) 

（LL 教室 2 教員機：1台、学生機：34 台) 

21 号館 LL 教室 1、2 は、グローバル化が急速に進展する現代社会におい

て、世界を舞台に活躍できる人材の育成が求められており、PC を利用した

「聴く・話す・読む・書く」と言う語学教育を支援する CALL システムを活用した

CALL 教室として設計しています。 

 PC は SSD(Solid State Drive)と Windows 10 を導入し、教員機から学生機の

状況を把握・操作支援できる授業支援機能のほか、教員機から学生機への

音声会話、グループ会話といった音声会話機能など、最新のソフトウェアに対

応した環境を実現しています。 
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1.1. 教室レイアウト 
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2. コンピューターの利用方法 

2.1. コンピューターの利用 

2.1.1. 利用開始(サインイン) 

PC を利用するにはサインインする必要があります。ユーザーID とパスワードを準備してください。 

① キーボードで何かキーを押します。 

 

② サインイン先に「KUDOS－AD」と表示されていることを確認し、[ユーザー名]ボックスに「ユーザーID」を、

[パスワード]ボックスに「パスワード」を、入力し、 ボタンをクリックします。 

 

③ サインインすると以下のようなデスクトップ環境を利用することができます。 

 

 
ユーザー名とパスワードの入力を 20 回以上間違えるとロックがかかります。 

数分間サインインできなくなりますので注意してください。 
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2.1.2. 利用終了(サインアウト) 

利用後はサインアウトします。(電源をOFF にしないでください。) 

 

① [スタート]ボタン をクリックします。 

 

② 左列のユーザーアイコン をクリックします。  

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    

③ [サインアウト]ボタン をクリックします。 

 

コンピューター利用後は「シャットダウン」せずに「サインアウト」をしてください。 

デスクトップに保存されたファイルは、PC を再起動すると消去されます。 

ドキュメントに保存されたファイルも同様に PC を再起動すると消去されます。 

必要なデータは、Z ドライブ(全学ファイルサーバー)、または Gooｇle ドライブや KUDOS BASKET

などに保存したことを今一度ご確認ください。 

詳細は、「2.1.5 利用できるドライブ・ファイルサーバー」を参照してください。 

なお、Z ドライブは 1人あたり 500ＭＢ以内です(2019 年 9月 10 日現在)。 

 

① 

② 

③ 
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2.1.3. アプリケーションの利用 

アプリケーションを起動するには以下の 2通りの方法があります。 

 

◆ デスクトップのアイコンをダブルクリック 

◆ スタートメニューをクリック 

 

利用できるアプリケーションの一覧は以下の通りです。 

 

表 2.1-1アプリケーション一覧 

 

※一覧は、2019 年 9月 10 日現在のものです。 

最新の状況については、KUDOS WEB「ソフトウェア・ハードウェア検索」よりご確認ください。 

→ https://kudos.kindai.ac.jp/guide/sh 

 

 

 

 

 

 

項番 ソフトウェア名 バージョン 備考 

1 Adobe Acrobat Reader 19.012.20034  

2 Adobe Flash Player 32.0.0.223  

3 Mozilla FireFox 68.0.2  

4 Google Chrome 76.0.3809.132  

5 Google ツールバー 7.5.8231.2252  

6 Internet Explorer 11.615.177630  

7 Java(J2RE) 8.0.2210.1  

8 Lhaca デラックス版 1.24  

9 Microsoft Office Professional Plus 2016 大学所有ライセンス 

10 MS Silverlight 5.15.50918.0  

11 Oracle VM VirtualBox 6.0.10  

12 ReadingExplorer 10.1.  

13 RealPlayer 18.1.17  

14 Windows10 Education 1809 大学所有ライセンス 

Oracle VM VirtualBOX にて稼働するOS およびソフトウェア 

15 Ubuntu_English 14.04.LTS  

16 LibreOffice 英語版 4.2.3.3  

https://kudos.kindai.ac.jp/guide/sh
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2.1.3.1. デスクトップアイコンよりアプリケーションを起動する方法 

デスクトップアイコンの該当のアプリケーションをダブルクリックします。 

 

表 2.1-2デスクトップアイコン一覧 

アイコン ソフト（用途） アイコン ソフト(用途) 

 

文書作成ソフト Microsoft Word を 

起動します 

 

表計算ソフト Microsoft Excel を 

起動します 

 

プレゼンテーション作成ソフト

Microsoft PowerPoint を起動します 

 

データベースソフト Microsoft 

Access を起動します 

 

インターネットブラウザ Firefox を 

起動します 

 

インターネットブラウザ Google 

Chrome を起動します 

 

インターネットブラウザ 

InternetExplorer を起動します 

 

ファイル圧縮・解凍ソフト 

＋Lhaca です 

ファイルをアイコンにドラッグアンド

ドロップで使用します 
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2.1.3.2. スタートボタンよりアプリケーションの起動する方法 

[スタート]ボタンより「アプリケーション名」の順に選択し、目的のアプリケーション名をクリックします。 

 

 

 
プログラム一覧に目的のアプリケーションが見つからない場合には、スクロールバーをスクロール

します。また、フォルダー はクリックして開きます。 
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2.1.4. IME（Input Method Editor）による言語の変更 

IME には以下の言語がインストールされています 

・日本語 

・英語（米国） 

・韓国語 

・中国語（簡体字、中国語） 

   

以下の手順で言語の切り替えを行います。 

 

① タスクトレイの IME アイコンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② インストールされている言語が表示されます。使用したい言語を選択します。 

 

 

③ 選択した言語が表示されます。 
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2.1.5. 利用できるドライブ・ファイルサーバー 

PCへは以下の各ドライブが割り当てられています。ファイルサーバーの利用は X ドライブと Z ドライブです。 

 

表 2.1-3 ドライブ一覧 

ドライブ 説明 

C 
OS やアプリケーションのためのシステムドライブです。 

再起動すると、初期状態に戻るため、保存データは全て破棄されます。 

D 
一時領域です。再起動を行ってもデータは消えませんが毎週月曜日早朝にすべて削除しま

す。 

E CD-R/RW、DVD±R/RW、が利用できる DVD ライターです。 

X 

全学ファイルサーバーの共有領域 Learning フォルダーです。 

教材提示・レポート提出などに利用できます。 

利用に関しては教室授業担当員に確認してください。 

Z 
全学ファイルサーバーの個人用ホームフォルダーです。 

必要なファイルは、ここに保存します。（500MB です。2019 年 9 月 10 日現在) 

 

利用可能なドライブやファイルサーバーを確認するには、サインイン後、[スタート]ボタンより[コンピューター

(PC)]をクリックしてください。 
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2.1.5.1. 各ドライブ（外部記憶メディア）の利用方法 

DVD ライター（E：） 

CD-ROM/R/RW、DVD±R/RW、DVD±R（2 層）が利用できます。 

下図 PC本体の □ の「EJECT」ボタンを押し、メディアをセットしてください。 

なお、各モードの読込/書込速度については、「表 2.1-4 DVD ライター動作速度一覧」を参照してください。 

  

 

表 2.1-4 DVD ライター動作速度一覧（教員機／学生機） 

メディア 書込速度 読込速度 

DVD+R 8 倍速 8 倍速 

DVD-R 8 倍速 8 倍速 

DVD+RW 8 倍速 8 倍速 

DVD-RW 6 倍速 8 倍速 

DVD+R DL(2 層)  6 倍速 8 倍速 

DVD-R DL(2 層) 6 倍速 8 倍速 

CD-R 24 倍速 24 倍速 

CD-RW 24 倍速 10 倍速 

DVD-ROM  8 倍速 

DVD-ROM DL(2 層)  8 倍速 

CD-ROM  24 倍速 

 (※各速度は最大値となります) 
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USB 機器 

USB フラッシュメモリなど USB 機器が利用できます。 

USB メモリの利用を終了して PCから取り外す場合は、次の手順で操作します。 

USB メモリを参照しているウィンドウをすべて終了します。 

タスクバー右端のタスクトレイ表示部分の をクリックします。 

 
C ドライブ（デスクトップ・マイドキュメントフォルダーも含まれます）に保存されたファイルは PC を再

起動すると消去されます。 

C ドライブに保存されたデータに関しては保証いたしかねますので注意してください。 

教室内の PC で作成したファイルなどのデータは全学ファイルサーバー（Z：）へ保存してください。 

また、USB メモリ・CD-R などの可搬型記憶装置の使用は、ウイルス混入・感染及び紛失のリスク 

が高いため、個人情報を含む機密性の高いデータの取り扱いは禁止します。 

教育、研究目的かつ限定された範囲でご使用ください。 

        情報機器間のデータのやり取りを行う場合、2 段階認証（多要素認証）設定済みアカウントにて、

Google ドライブや KUDOS BASKET 等を利用してください。 

USB 機器利用の詳細については、 

KUDOS WEB「情報システム利用ガイドライン（8 条 10 項）」を参照してください。 

https://kudos.kindai.ac.jp/cms/pdf/manual_3_14.pdf 

https://kudos.kindai.ac.jp/cms/pdf/manual_3_14.pdf
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2.1.5.2. ファイルサーバーの利用方法 

PC にサインインすると教育系の学生及び申請された教職員のみ、共通で学内ファイルサーバーが利用できま

す。 

 

ホームディレクトリー（Z：） 

全学ファイルサーバーにある個人用ディレクトリーです。 

 ファイルを保存するには 

１．任意のアプリケーションから保存するには、保存コマンドより[保存場所]に「Z ドライブ」を選択します。 

２．保存元ファイルのフォルダー画面をデスクトップに表示している場合には、保存したいファイルを選択し

て右クリックし、ショートカットメニューより「Z：ドライブ」をクリックします。 

 

 ファイルを開くには 

1．［スタート］メニューより[エクスプローラー]をクリックしてし、左ツリーペインの「Z ドライブ」→該当ファイル

の順にダブルクリックします。 

3．開くファイルのフォルダー画面をデスクトップに表示している場合には、保存したいファイルを選択して右

クリックし、ショートカット一覧より「Z:ドライブ」をクリックします。 

 

 使用容量または空き容量を確認するには 

1.［スタート］メニューより[コンピューター]をクリックしてコンピューターを開き、「Z ドライブ」アイコンにて右ク

リックし、「プロパティ」を選択します。 

※利用可能な容量は 500MB です（2019 年 9 月 10 日現在） 

 

全学 Learning フォルダー（X：） 

授業に関する教材の教員からの提示や、学生からのレポート提出等に利用できます。 

ご利用に関しては教室授業担当員に確認してください。 
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2.1.6. 音声の利用 

PC から出力される音を聞く場合、またはマイクを利用するには、ステレオヘッドセットを利用します。 

音量の調整は、タスクバーの「スピーカー」ボタンをクリックし、スライダーにて音量調整します。 

また、ヘッドセットのボリュームを動かすことでヘッドセットの音量を変えることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.1.7. 教員用 PC について 

教員用 PCは教員用権限のあるユーザーのみサインインできます。 

PC を利用後は「シャットダウン」をせずに「サインアウト」をしてください。 

 

  
サインアウト前には必要なデータが全学ファイルサーバーのホームディレクトリーまたは外部記

憶メディアに保存したことを確認してください。 
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2.2. ドキュメントシステムの利用 

教室には、KUDOS Print に対応した複合機が設置されています。 

授業中はポイントを消費せずに印刷できますが、自由利用時ではポイントを消費して印刷する必要があり

ます。 

スキャナー機能も利用可能です。 

2.2.1. KUDOS Print に対応した複合機の利用 

KUDOS Print に対応した複合機は時間帯別に以下のモードが設定されています。 

No モード名称 説明 

1 ポイントモード 

自由利用となっている教室に設定されているモードです。 ポイントモードでは印

刷を行うとプリント実績値が加算されます。 プリント実績値がプリント上限値に

達している場合や、プリント上限値を超えるような印刷を行おうとした場合、その

ままでは印刷できませんのでポイントを別途購入する必要があります。  

プリント実績値とは：「どれだけ印刷したか」 を示す値です。 

プリント上限値とは：「どれだけ印刷できるか」を示す値です。 

2 授業モード 

授業中の教室に設定されているモードです。 

授業モードでは印刷を行ってもプリント実績値が加算されることはありません。 

また、プリント実績値がプリント上限値を超過していても印刷できます。 

2.2.2. KUDOS Print に対応している複合機の一覧 

KUDOS Print に対応している複合機の一覧は以下のとおりとなります。 

表 2.2-2 複合機一覧 

教室名 装置名 ホスト名 プリンター表示名 

LL1 教室 複合機 MF21CALL1001 
21 号館_LL 教室 1_1 号機（vmprsv11 上） 

21 号館_LL 教室 1_1 号機（予備）（vmprsv12 上） 

LL2 教室 複合機 MF21CALL2001 
21 号館_LL 教室 2_1 号機（vmprsv12 上） 

21 号館_LL 教室 2_1 号機（予備）（vmprsv11 上） 

※プリントサーバーは2台構成となっており、通常利用しているプリンタサーバーに不具合が発生した

場合、印刷ができなくなります。そのため 2 台目のプリントサーバー配下にある表示名が （予備） 

となっているプリンターを利用し印刷を行ってください。 

 

     
教室の複合機はポイント管理方式（KUDOS Print）に対応しています。 

KUDOS Print の利用については、KUDOS Web の KUDOS Print 説明ページより「KUDOS 

Print（PC 教室）利用マニュアル」を参照してください。 

https://kudos.kindai.ac.jp/service/print/pcroom 

https://kudos.kindai.ac.jp/service/print/pcroom
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2.2.3. スキャナーの利用 

 

 
KUDOS Print に対応した複合機のスキャナー利用については、 

KUDOS WebのKUDOS Print説明ページより「KUDOS Print（PC教室）利用マニュアル」を参照

してください。 

https://kudos.kindai.ac.jp/service/print/pcroom 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://kudos.kindai.ac.jp/service/print/pcroom
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3. 授業支援システム 概要 

授業支援システムは、以下により構成されます。 

1） 画像・音声提示装置による各機能 

教卓上の「操作パネル」を操作することで、学習者に教材となる画像や音声を提示することができ

ます。「表 3-1 画像・音声提示装置による機能一覧」の各機能を利用できます。 

2） CALL ソフトウェアによる各機能 

教員PCにセットアップされた授業支援ソフトウェアの制御画面を操作することで、出席管理や学習者

PCの操作禁止など「表 3-2 CALLソフトウェア（CaLabo EX）による各機能一覧」、の各機能を利用で

きます。 

また、CALL ソフトウェアとして、CaLabo EX を導入しております。 

 

 

表 3-1 画像・音声提示装置による機能一覧 

機能名称 機能詳細 

1 タブレットモニター画像送出 教材画像をタブレットモニターに送出します。 

2 掲示モニター画像送出 教材画像を掲示モニターに送出します。 

3 プロジェクター画像送出 教材画像を液晶プロジェクターに送出します。 

4 音声送出、音量調整 
送出教材音声やマイク音声(ハンドマイク、ピンマイク)をスピーカーに

出力します。また、音量調整も可能です。 
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表 3-2 CALL ソフトウェア（CaLaboEX）による各機能一覧 

機能名称 機能詳細 

1 ALL CALL 学習者全員のヘッドセットに先生マイク音声を聞かせます 

2 メッセージ 送信 学習者と教員の間でテキストベースのメッセージ送受信や設問・解答

を行います 

3 操作ロック 学習者がPCを操作できないよう、キーボードとマウス をロックします 

4 ブラックアウト 学習者の画面が真っ黒になり、キーボードとマウスがロックします。 

5 Web 禁止 学習者が開いていた Web サイトを閉じ、Web ブラウザを起動できなく

します。 

6 「呼」に応える 学習者からの「先生呼出」に応えます。 

7 アプリ 指定したプログラムの一斉起動、ホワイトボードの使用などの各種ア

プリを起動します。 

8 出席管理 授業に出席した学習者情報を出席データとして管理・保存します 

9 授業準備 学生機の電源管理を行います。 

「一斉電源 ON」「一斉電源 OFF」「一斉ログオン・ログオフ」など 

10 モニタ 学習者の画面を教員機に表示します。 

11 インカム 学習者と 1 対 1 で会話をしながら学習者の PC を遠隔で操作します 

12 モデル 任意の学習者をモデルとして画像と音声を送出します 

13 会話 学習者同士で会話を行います 

14 グループワーク 学習者をグループに分け、グループ内の１名をリーダーとし、リーダ

ーがグループ内の動作を制御して活動を進めます。 

15 チャット チャットボードを起動し、学習者どうしで文字のやりとりをさせます。 

会話やグループワークと併用すると、ペアやグループ内でのやりとり

になります。 

併用せず、対象座席を選択せずに実行すると、クラス全員参加のチ

ャットになります。 

16 配布・回収・提出 課題となるファイルを配布・回収を行います。 

また学習者からファイルを提出することも可能です。 

17 ムービーテレコ 動画／音声ファイルを読み込み、シャドーイングや通訳練習をするこ

とができます。 

先生の制御で一斉に実行するか、学習者自身が操作して個々のペ

ースで学習するか を選択できます。 

18 教材提示 学習者画面に先生画面が表示され、ヘッドセットには選択した入力ソ

ースの音声が流れます 

19 画面受信 学習者の画面を、定常的にモニタし、評価などを残せるパネルが表

示されます 

各機能の詳細については、別紙「CaLaboEX 簡易マニュアル」を参照してください。 
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3.1. 画像・音声提示装置による各機能 

3.1.1. 機器の配置図 

 

 

LL 教室(1) 

 

 

LL 教室(2) 
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3.1.1.1. 操作パネル・入力パネルの説明 

操作パネルは、以下で構成されています。 

 

 

 

操作パネル 

 

 

入力パネルは、以下で構成されています。 

 

 

入力パネル 

 

 

 

 

 

2

3 

7 

1 4 5 

6 

8 

3 

10 11 

9 
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① システム電源 

② プロジェクター電源 

③ スクリーンスイッチ 

④ タブレットモニター送出選択 （タブレットモニターに表示するためのソースを選択します） 

⑤ 提示モニター送出選択 （提示モニターに投影するためのソースを選択します） 

提示モニターは別途電源を入れる必要はありません 

⑥ プロジェクター送出選択 （プロジェクターへ投影するためのソースを選択します） 

送出する場合は電源を入れてください 

⑦ 音量調整 

⑧ 100V 電源 

⑨ 入力端子：HDMI(映像・音声) 

⑩ 入力端子：音声 

⑪ 情報コンセント 

 

3.1.1.2. マイクの種類 

マイクは、ハンドマイク・ピンマイクの 2種類を準備室で貸し出します。 

ハンドマイク                     ピンマイク 
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3.1.2. システム電源の入れ方 

マイク、プロジェクターなどを利用するためには、システム電源を ONにしてください 

1. 「システム電源」○のスイッチを押します 

2. 約 1秒後電源が立ち上がり○のランプが点灯します 

 

 

 

3.1.2.1. プロジェクターの電源の入れ方 

1. 「プロジェクター電源」○のスイッチを押します 

2. ○のランプが点灯しプロジェクターの電源が投入されます 

 ※自動的にスクリーンが降下します 

3. プロジェクターが起動し、スクリーンに映像が投影されます 

4. スクリーンは〇ボタンを押すことで昇降することができます 
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3.1.3. マイクを使用する 

1. 「システム電源」をＯＮにすることで、無線マイク（ピン型・ハンド型)で話すことができます 

2. マイク音量調整は○を回します 

 

 

 

3.1.4. 教員 PCの映像・音声を出力する 

1. 「操作パネル」の「提示モニター」や「プロジェクター」の「教員 PC」○を選択すると、提示モニター

またはプロジェクターに映像を出力します 

2. スピーカーは〇をONにすると、教員 PCの音声が流れます 

注意：スピーカーが 2つとも ONの状態では音声が混じります 

音声出力するソースを選択しているスピーカーのみONにしてください 

3. 音量調整は○を回します 
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3.1.5. 持込端末の HDMI 端子を使用し、映像・音声を出力する 

1. 「入力パネル」○の「持込 HDMI」に HDMI ケーブルを接続します 

2. 「操作パネル」の「提示モニター」や「プロジェクター」で「持込 HDMI」○を選択すると、提示モニタ

ーまたはプロジェクターに映像を出力します 

3. スピーカー〇を ONにすると、「持込 HDMI」の音声が流れます 

注意：スピーカーが 2つとも ONの状態では音声が混じります 

音声出力するソースを選択しているスピーカーのみONにしてください 

4.  音量調整は○を回します 
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3.1.6. 持込端末の音声を使用する 

1. 「入力パネル」○の「音声入力」に音声ケーブルを接続します 

音声入力へ機器を接続した場合は、提示モニター/プロジェクターで何を選択しても音声を出力

します 

2. 音量調整は○を回します 
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3.1.7. プレゼンテーションポイントメーカー 

3.1.7.1. タブレットモニター 

操作卓にはタブレットモニターが設置されています。 

操作パネルで選択された映像は、タブレットモニターに表示されます。  

教材画像を提示モニターやプロジェクターへ送出する前に、タブレットモニターで確認することができます。 

 

3.1.7.2. 画面説明 

メニューアイコンを選択するたびにツールバーメニュー表示のON/OFF が切り替わります 

 

 

【マーカー機能ボタン】 

「メニュー移動」 

 

ツールバーメニューの表示位置を移動することができます 

   

「線色」 

 

描画する線の色を選択します 

 

「線色アイコン」 

 

 

 

 

 

線色アイコンを選択すると、サブメニューが表示されます 

 

 

「線幅」 

 

描画する線の幅を選択します 
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「自由描画」 

 

自由に描画することができます 

 

   

 

画面上に図形（直線、円、四角形）を描画します 

 

 

 

描画した内容の消去と操作の取り消を行います 

 

 

 

描画した内容を全て消去します 

 

 

 

3.1.7.3. タブレットペンの使い方 

ペン先をドラッグすることで、メニューで指定した描画を行うことができます。 

また、ペン先のスイッチは、メニューの選択にも利用します 

全消去：②長押 

線色選択：②を押しながら①をタッチするたびに、線色が順番に切り替わります 

 

 

 ※ペン先の代わりにテールスイッチをタッチすることで、同様の操作を行えます 
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3.1.8. システム電源の切り方 

授業終了時は、システム電源を OFF にしてください 

1. 「システム電源」○のスイッチを押します 

2. ○のランプが消灯します 
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4. 補足資料 

種別 機種（型名） 詳細 画像 

教
員
用
端
末 

（ 

２
台
） 

本体 

HP ProDesk 600 G4 SF/CT  OS：Windows 10 Education 

CPU：Core i3-8100(4C/3.6GHz/6M)×1 

メモリ：8GB DDR4 SDRAM 

SSD：128GB NVMe 対応   DVD ライター 

Blu-ray ドライブ  

授
業
支
援
シ
ス
テ
ム 

（２
式
） 

プロジェクター 

Panasonic PT-VMZ60J （WXGA：6,000lm） 

 

マイク 

赤外線ワイヤレスマイク（ハンド型）    ATIR-T880 

赤外線ワイヤレスマイク（ペンダント型）  ATIR-T850 

     

操作パネル 

特型 

 

授業支援ソフト CaLabo EX - 

学
生
用
端
末 

（８
０
台
） 

本体 

HP ProDesk 600 G4 SF/CT  OS：Windows 10 Education 

CPU：Core i3-8100(4C/3.6GHz/6M)×1 

メモリ：8GB DDR4 SDRAM 

SSD：128GB NVMe 対応   DVD ライター  

複
合
機 

カラー 

複合機 

ApeosPort-VII C4473 

自動両面プリント機能、A3 カラー対応 

電子ソート機能、オフセット出力機能 

 
カラー 

スキャナー 

A3 カラー対応、カラー・モノクロ自動認識  

MIX サイズ対応、親展ボックス搭載 

貸
出
機
器 

 

Lightning デジタル AV アダプタ × 1 

USB-C デジタル AV マルチポートアダプタ × 1 

VGA 信号 HDMI 変換コンバーター × 1 

HDMI ケーブル （1.5m） × 2 

VGA ケーブル （1.5m） × 2 

ステレオミニプラグ－ピンプラグ（RCA）ケーブル × 2 

 

 


